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木材乾燥の難易は，乾燥に要する時間と乾燥による損傷の種類およびその発生程度によって示されるべ

きものと考えられる J また，天然乾1燥と人工乾燥とでは，乾燥時間ははなはだ異なっているO 天然乾燥は

各種の板厚，樹種に対して同ーの気象条件で乾燥させているため，これに要する聡史時間は各樹種の水分

の移動性の良否から算出することができる。人工乾燥の場合は各樹種，板厚に対し，乾燥によって生す。る

損傷の発生程度を考慮して混湿度を調節する乾燥スケジューノレによる乾燥方式をとっているため，乾燥時

間は損傷の積類や発生率の関数となっているO したがって厳密にいえば，各樹種に対する人工乾燥時間は

水分の移動性のみで、は示されないことになる

一方，草ち燥による損傷には，変色，幅反り，落込み，割れ，狂い等があり，これらは板目板の幅反りの

ように，その原因が主として木材全般の避けーがたし、本来の性質である板目方向と柾目方向の収縮の差によ

って発生するものと，マツ類に生ずる青変，ブナ，ハンノキにみられる視変色などのごとく，樹種特有の

比較的人為的に避けえられる損傷や，狂いのごとく，材の等級，径紋が低いとか，格j種の性質から等級の低

い材しか何られないl'M種に発生し，しかも乾燥操作のふてぎわによっては明大するさけにくい損傷，また，

割れ，落込みのように人工乾燥の操作を急いだときに，特定の樹種に発生しやすい損傷などに分類されるc

以上の損傷の種類の中には， f~:[侠人工乾燥時間と結びっし、てし、るものや，全く無関係なものもあり，こ

れらの損傷を分類して樹種別に損傷発生割合の等級をつけることは，等級，径級，伐採高，産地別のぼう

大な原木を測定調査しなければ決定できぬことがらで，現在のところでは到底着手できない状態である。

したがって，多分に片手落ちではあるが，この試験においても，乾燥の難易(乾燥性)をあらわすため

に，単に同一条件における木材の乾燥速度の比較に基盤をおいた試験方法に内容を限定している乙これら

の値からは，前述したように天然乾燥における樹種別乾燥時間の推定が可能であるが人工乾燥における乾

燥時間や損傷発生程度については，てがかりが得られないように思われるコしかし，特定の材を除いて，
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一般の樹積は乾燥の早いものは乾悦削れ，狂L 、が発生し難L 、のが普通で，実際にはある程度この値から乾

燥の難易も推定できるものといえる。

このような試みは，すでに林業試験場lUI 究報告第97号， r人工乾燥時間の推定|ヌ|表y) において，日本産

主要樹種40数種についておこない，概協の結果を得ている。しかるに今回，この試験を再度とりあげた理

由の 1 つは，前回の試験当時の各試験材が単に 1 枚の板から採材したものであり，追柾目材を主体とし，

とりまとめ方法についても多少疑義の生じた二，三の樹種があったため，これらを改訂するためと，第 2 に

は，日本産主要樹種の性質にjY;jする木材部における総合共同試験の一環として， f也の試験に供した同一原

木の乾燥性試験結果を公表し， I也の試験結果との比較検討に便ならしめんと望んだためである。

If 木材の乾燥性試験方法決定の経過

この試験は日本産主要樹簡の性質に|期する共同試験の一環としておこなったため，その試験方法がすで

に JIS 規絡に制定されているか，あるいは試験方法についての公式の承認をうる必要があったっ乾燥性

試験に関しては JIS 規格がないので、次に抱けvる経過をたどり，試験方法の承認を得た。

第 1 回委員会

H百和35年 3 月，林業試験場において，木材部長小倉武夫，材料科長上村武，物理研究室長井阪

三郎，乾燥研究室長 寺沢真のもとで，試験方法につき次の検討がなされ二，三の方針を定めた3

木材の乾燥性をあらわすものとして，乾燥による欠点の発生程度および乾燥の遅速などが考えられるが

欠点の種類，発生程度についてはnlll定が同期lであり，一応乾燥の迎速を知れば，その材についての乾燥の

灘易の過半は掌握できるものと考え，この際は乾!史の遅速のみをとりあげることとし，薄板 (2.5mm厚)

による拡散係数の比較2) と，一定寸法の材を一定条件のもとで乾燥した際の乾燥速度の比較1)で、示すかの 2

案が提出され，装置の簡便と試験方法の容易さから，測定に際して生材を利用する不便さはあるが，後者

の方法が選ばれたコ

第 2 回委員会

昭和 35 年 4 月 3 日，第11回春季木材学会大会に際して， r木材と水の研究会」において，第 l 回委員会

で採J尺した方法に基づいて作成した試験方法原案の内容説明を寺沢がおこない，検討の結果種々の追加希

望意見等が出されたが，究極的に適当に'fill足修正すれば，示された原案を乾燥性試験法として採用して良

いとの意見が多く lU された J

その後，昭和35年 5 月に， 4 月の liJl 究会に出!lizできなかった乾燥部門の研究者満久崇麿に討論経過を説

明し，再討論の結果，試験方法について二，三の補足意見が述べられた。

第 3 回委員会

昭和 37 年 4 月 8 日，第12回木材学会に際して， r木材と水の研究会」において，第 2 回委員会で述べら

れた修正案に基づいて補足修正した原案を寺沢が発表説明し，検討した結果，結果のとりまとめ方法につ

いて補足意見が述べられ，これを追加することにより原案の承認を得たっ

R 木材の乾燥性試験方法の概要

第 3 回委員会において決定した試験方法の骨子は，次のとおりである。

目的:この試験の目的は樹種相互聞における乾燥速度の相違を明らかにせんとするものである。
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1.供試材

(1)原木 合水率 40%以上の生材を用い，製材後直ちに供試するつ

(2) 木取り 辺材妊日，辺材板目，心材I正目，心材板目の 4 在1，たどし，木取り不可能な場合は追

tltあるいは辺心混材を用い，髄和il角度 (i反幅の中央におけーる板前との角度) , 辺心混入割合を|川志するつ

なお，極端な欠点部を含まぬことJ

(3) 枚数 1 材種， 1 条件 3 枚以上とする3

(4) 寸法 長さ 30 士 1 cm, I隔 10 土 0.5cm， 厚さ 2 士 0.05 cmっ

2. 供試材の調整

試験材は全面飽仕上げし，両木口および側面からの蒸発を防ぐため耐水性塗料を塗布する

3. 乾燥試験の条件

試験は次の 2 種の条件についておこなム

0 比較的高合水率における 20 0C での乾燥性試験(常川試験)

O 低含水率における 60'C での乾憐J性試験(高侃試験〕

( 1 ) 常温 (20 C)乾燥4性試験

温度 20 土 2 ごC，事z:I!1V求制度差 3 土 OSC (平衡含水半前、]14 %)，風速 1 土 0.3m/s の条件下で，試験

材側面から板面に平行に風を与え(板と板の風の通過する空間の間隔は 2.5cm以上とし，風向に沿い，試

験材は 1 列とする)，含水率の減少経過の測定間隔は 24 時間以内とし，なめらかな重量減少経過図が得ら

れるようにする。測定の終了は含水率15%以下または子許可状態までとする。ただし，乾燥初期に表面割れ

の発生しやすい樹稲(比重 0.6g/cm' 以上の板目板など〉にあっては 2 日間無風の室内で予備乾燥してか

ら試験をおこなう。

(2) 高温 (60 0G) 斡版:性試験

常温の室内，あるいは常ilfu乾燥性試験に準じた方法で，合水率 30~25%まで乾燥し，大111名次の条件変

化をおこない，最終条件である温度 60 土 2 0C，乾湿球tl~l度差 25 土 2 0C (平衡含水率約 3.5 %)，風速 1 士

0.3削Is の条件下で乾燥し，合水率 5%以下または平衡状態まで重量減少を測定するつ測定間隔は 12 時間

以内に 1 固とし，なめらかな重量減少経過図が得られるようにする J

合水率(%) 温度 (C) 乾湿球温度差 (C)

25~20(30~25) 45 土 2

20~17(25~22) 55 土 2

17以下(22以 F) 60 土 2 

注〕樹脂分の多い材は( )内の数値を用いる。

4. 乾燥材の処理

7 土 1

15 土 2

25 土 2

乾燥の終了した材は直ちに試験材の中央付近で， I幅約 2c附を切断し，含水率測定試験片を作り，全乾法

により試験材の正確な含水率を求める。また残余の材により年輪!隔，全乾比重の測定をおこなうっ

5. 測定結果のとりまとめ方法

(1) 全乾法により得られた合水率により，各社[IJ定時間の含水率を逆算し，試験材の含水率減少経過図

を作成するコ

(2) 含水率減少経過図から，下記の含水率ílI~闘で 1%こ、とに乾燥速度 (%/h) を求める。
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0 常ìTili.試験 25~15 % (30%~平衡した含水率まで)

O 高間試験 15~ 6%  (20%~平衡した合水率まで〕

注)樹脂分の多い材は( )の数値を採用。

(3) 求めた乾燥速度を含水率との関係に図示する。

(4) (3) により求めた図から輯桑速度の低下経過がI宣線とみなせる部分の傾斜を乾燥速度減少係数

K (%jhj% = 1jh) とし，この値とさらに常温乾燥性試験におし、ては含水率 20%の時の乾燥速度情jh) ，

高温乾燥性試験においては合水率 10%の時の乾燥速度を付記し，これらを一括して乾燥性とする r

IV 中国，四国"東北，中部地方酎寸の乾操性試験方法

試験方法に関しては，すべて川で示した乾燥性試験方法に誌づいて行なったものである。また参考の意

味から収縮率についても測定を行なったc 細部の方法については次のとおりであるC

1.試験材

原木は 1 産地， 1 樹種について 1~3本とした。選出本数の選定は主要樹種の材質試験めで定められ

ている A ， B グループ (20石，原木 15 本以上〉に属す樹種を 3 本とし，その選出方法は原木の材質的差異

に着目して，プナの偽心の形の違ったものや，ナラの年輪l隔の違ったものなどを選んだ。 C グループ(5

石，原木 5 本以上)， D グ、ループ (2 石，原木 2 本以上〉の樹種は 1 地域ごとに 1 本任意に選出した。ま

た原木丸太は 1 立木に対し， 1 玉以上選出しないことを原則として，それぞれ 1 番玉を用いることにした

が，名古屋営林局管内産のミズナラについてのみ，樹高による乾燥性の差異を求めるため， 1 立木だけに

ついて 2 ， 3 番玉も追加 Lt::.o

この試験の原木の木取りは主要樹種試験方法で定められているため， その木取り方法に準じて Fig. 1 

のように， 6 c隅厚にだら挽きした板の中から正柾目板 (No. 0) および板目板 (No. 12 または No. 13) 

を選んだ。また小径木，低級材などのために正式の木取りのできない場合は追柾材で試験し，これら木取

りを明確にするため，各試験材の心材・辺材の区別，髄線角度，年輪l隔，全乾比重を測定した。

前記厚さ 6c制の材はさらに Fig.2 のように，厚さ 2.5cm， 幅 11 cm， 長さ 180~200 cm の板 2~6 枚に

Fig. 1 原木の木取り方法

粗木取りし，その材団を鈎仕上げして

lþ屑 10cm， 厚さ 2cm の長尺の板を作り，

この板から欠点部をさけて長さ 30cm

の試験材 6~1O枚を木取り，それを一

連の試験材とした (Fig. 3)。なお，各

試験材は試験方法に準じ，両木口問お

よび側面に銀ニス(速乾ニスにアルミ

ニウム粉を20対 1 の重量比で混合〕を

2 回塗付して蒸発を防いだ。

2. 試験装置

試験に供した装置のうち，常胤乾燥

性試験は木材部にある乾球温度 20'C ，

湿球侃度 17 0C の恒温恒湿室を用い，
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天井jmに設けられた室内撹持用扇風機

の下方 1 刑の場所に通風の良い台を設

け，この台の上に試験材を 3cm間隔に

側面を上下にしてならべて， 約 1 m/s 

の風が試験材に与えられるよう扇風機

の|訓去を調節したコ

高温乾燥性試験に用いた装置は乾燥

研究室にある電気式恒温恒湿恒風装置

で，この装置の測定部に 4cm間隔の通

風の良い棚を設け，この棚に試験材を

平らにおき，側面から 1 刑/sの風を与え

た。また合水率25%から高温試験には

いるまでの条件変化は，内容積約0.5

dの電気式自然対流式試験装置を汗j

し、 t.::o

3. 試験の進めかた

l 枚の長尺の岐点追ら切断した試験材
Fig. 2 試験材の木取り方法
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は， 1 方向〔原木元口〕より通し番号をつけ，その番号が奇数のものを高弘乾燥性試験材とし，似数のも

のを常孤乾燥性試験材とし，各 3~5枚ずつ用いたっこれらの試験材は縦断後直ちにff量し，試験材の両

木口部でとった試験H の含水率により推定全乾重量を算出し，その後の条件変化や乾燥終了時期指定の資

料とした。

おのおのの試験材は Fig. 3 に示すように，阿木口から 8c削の位置に測定位置 A， B を設け，おのおのの

位置につき厚さおよび帽を測定した， ttE 目板の厚さの収縮率は材表面の落込みなどの彩智f.がはし、るので，中

央測定点から左右に 1cm 間隔に 2 点ずつの汁 5 点測定し，その値を平均した値をもって厚さの収縮率と

し，板目板はに!こ':;たの 1 点としたコ厚さの測定には Fig.4 に示すようにダイヤノレゲージ式シックネスゲー

ジ(:n'1皮 1/20抑制〕を用いておこない， lþ高の測定はあらかじめ生材特に 9c刑 l福の位置にノギスの突端部で

末日

Fig. 3 試験材の木取りおよび形状 Fig. 4 板厚の測定方法
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印をつけ拘ておき，その後その印にノギス〔精度

林業試験場制究報告

1/20 刑問〉を当てて測定した (Fig. 5)。

斡燥経過中の重量測定は常1札乾燥性試験にあっ

ては 1 日 1 回，高温乾;燥性試験にあっては 1 日 2

~3 回，その他条件変化に際しては適時増加し

た{乾燥終了後は直ちに試験材中央・部で鋸断し，

合水率測定用の試験片をとり，残余の材のうちB

J:'ißを繊維方向にi陪 1.5cm程度に釧断して，それを

常温乾燥性試験の場合は60 0Cで 1 日，次に 1000C

20 ー

で 2 日間乾燥し，高温斡以性試験の場合は直接

100 0C で 2 日間乾燥して全乾とし，全乾時の収縮収 l陥の測定方法Fig. 5 

率を求めた。

B部の収納率ðllJ定部分を主J11;断した残部から，約 9x5x 1. 7c耐の大きさの試験片を作成し，これを約 1

カ月間室内に放置して，その後年輪幅，髄線角度を測定し，その後 60 0C で 2 日， 100'C で全乾になるま

湿球温度 16 0Cで乾燥して全乾比重を求めた。またA部を含む残余の材は予fJ/11材として，乾球温度 20 0C，

の条件の恒1~'L恒湿室に保符した。

果結害貴試4. 

直に示した試験方法ならびにlV-3 に説明した測定方法に従L、，得た結果のうち代表的な乾燥経過図と

して，ブ、ナ心材につき乾球巾L度 20 0C，湿球温度 17 0C の条件で乾燥した常慌乾燥性試験結果の乾燥経過を

Fig.6 に，乾l求問皮 60 0C，湿ßJ(調度 35Cの条件で乾臥した高温乾燥性試験の輯呆経過を Fig.7 に示す乙こ

れらの図から，それぞれ各合水率における乾燥速度を求め図示すると，それぞれ Fig. 8, Fig. 9 となるこ

ヒノキの高温乾燥性試験結果を図示すると， Fig. 1O~12 になる。

これらの乾燥速度閃から，それぞれ常侃乾燥tl試験にあっては 25%より 15%の問〔針葉樹は 2~5%

高い範囲)，高iITJ.訟燥性試験にあっては 15%から 6%の間後l 葉樹は 2~5%高い範囲〉で，比較的直線上に

ミス、ナラ，またプナ辺材，

あると思われる点を結んで、得た直線の傾斜，すなわち乾快速度減少係数 (K) および常混乾燥性試験にあ

つては含水率 20%，高m乾燥性試験にあっては合水率 10%のときの乾燥速度 (%Ih) ， その他辺心混合
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比，髄線角度，年輪1隠，全乾比重，全乾

収縮率など，原水，木取JJIJ の 6~10 枚の

試験材の最小，最大，平均値を Table 1 

に網羅して示す。

また，さらに各試験材個々の乾燥速度

減少係数と髄線角度との関係、を樹種別，

産地別について求めると， Fig. 13~22 と

なるc また，乾燥速度減少係数と全乾比

重および年輪幅との関係、について， 1 地

域ごとの採材分類がAまたはB グループ

Fig. 11 乾燥速度|羽
ミズナラ心材板目 〔中部地方産材)
乾球t日L度 60 0C，湿球侃皮 35 0C
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Fig. 12 乾燥速度図

ヒノキ心材柾目 〔中部地方産材〕

乾球市L度 60 0C，湿球温度 35 0C

(採材石数 20 右〉であるプナ心材，フ‘ナ辺材， ミスナラ，アカマツ，カラマツ，ヒノキについて産地別に

求めると， Fig. 23~32 となる。この際対象としない他の条件について一定のものだけを選ぶと，試験材

個数がごく少なくなるので，各種条件別の資料を含んだ形とし，それぞれの樹種の中における各種条件

(髄線角度，年輪l隠，全乾比重)ごとの章Z;~呆速度減少係数の傾向およびぱらつきを求めた。また，参考資

料として測定した収縮率について髄線角度との関係、を示すと， Fig. 33~38 となるc

5. 試験方法についての問題点と結果の考察

以上の試験結果および試験経過等についての要点を述べれば，次のとおりであるc

(1) 乾燥終了時の含水率については試験材の推定合水率による場合，比較的誤差が生じやすいため十

分注意して初期含水率をおさえる必要があるc しかし，高温乾燥性試験においては電気抵抗式合水率討に

よれある程度この危険はさけられる。 KETT， M8S 型含水率計により，試験材のi温度が高い聞に針状
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械で測定して約 8%以下を示せば， 卜分指定合水率以下であった。

Fig. 12 に示すヒノキの乾燥速度図は乾燥速度が O と思われる点(乾燥条件の平衡含水率)が，(2) 

合水率 8%を示している。この場合の平衡含水率は乾燥条件の平衡含水率から考えれば約 3.5%で，この

誤差が単に全乾法による樹脂分の揮発だけと考えてよし、かははなはだ疑問であるが，一般に針葉樹類はこ

の傾向が多いので，多少大きすぎる値ではあるが，樹脂分の揮発による影符と考えることにした3 終末の
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9.72 11.44 10.52. 

(1 1.0叫

6.117.36 6.74 ，高温E実験水口割れ
(6.74) 

可
4

・
L
u

v
b

・

-
4

水
割
験
口
-
a
、

唱
、
，
F
g

t
v

・
・

4
0
-

温
験
ゆ

常
欧
引
出

'れ
温
材

高
川
湖
沼
辺

、
、
J
，
、
‘
，
，
、
、
，
，

U∞
“
お
お

u
m
u
m

n
y
n
y
今
4
弓
4
句
，
マ
，

ー
、
・

a
.

，

.
4

、

，
，
、

n
O
R
J
v
r
。

ヲ
'
つ
h
R
U

2
S

バ
句
。
。

6

7

2

 

4

0

7

 

0

0

y

&

2

0

 

、
.
，
，
、
E
，
，
、
E
，

7
7
7
7
2
2
 

ぷ
U
A
U

の
d
q
A
M
勾
，
h
内
4

a
v
a
u
R
M
R
d
n
v
n
v
 

，
z
、
，
，
、
，

e
、

河
∞
却

n
w
，
句
'
n
u

n

回

M山

匂
，
凋
噌

n
v

、
，
a
，
、
‘
，
，
、
‘
，
，

d
A
w
m回
w
w

n
u
n
u
ラ
&
今
ゐ
ヲ
'
7
'

r
、
，

z
、
，
，
、

2

5

4

 

ny---a

“. 

1

3

7

 

ny,bqJ 
R
J
V
1
A
n
Y
 

8

2

6

 

、
‘
，
，
、
‘
，
、
、
，

J

如
何
M
M
m
m

マ
，
、
，
R
d
R
J
v
n
ツ
n
y

F
E
、
，
，
、
，
，
、

加
町
田
回

8

5

9

 

伺
回
目

『
'
a
-
a
n
y

、
，
ノ
、
.
，
、
J

a
-
E
n
-
-
z
O￡
U
E
j
v
R
I
V
 

R
U
R
J
V
今
4
今
6
A
M
A
H
v

n
u
n
v
n
v
n
u
n
v
n
v
 

，
，
‘
、
，
，
‘
、
，
，
‘
、

内
以
内
u
n
u

n
y
令
。
。
。

h

u

n

u

n

V

 

2

2

0

 

ラ
ゐ
今
-
R
J
v

h

u

n

u

n

u

 

))>
6

「

O
-
0
6
6

邸
前
町
町
民

M
w

n
v
n
u
n
u
n
v
n
v
-
n
u

一

，
，
‘
、
，
，
E
、
，
，

z
、

E

d

F

3

a

o

 

u
m

脳

内
u
n
u
n
u

m
ω
ω
 

n
v
n
u
内
U

、
J
、
Y
J
、
，

一
出
品
目w
m∞
乃
花

3

3

2

2

2

2

 

f
、
，
，
、

r
、

E
3
F
3
内
U

今
&
n
y
n
U

4

2

3

 

E
J
V
E
J
n
U
 

4

7

5

 

う
ゐ
今
』
弓
4

、
，
，
，
、
，
J
、
.
J

9
9
4
4
7
7
 

守
，
句
J
a
u
w
a

u

可'
7
'

n
u
n
u
n
v
n
u
n
u
n
v
 

，
，
、
，

e
、
，
，
、

E
t
u
ζ
U
7
'
 

n
y

ハY

句
，

n

u

n

u

n

u

 

ラ
&
R
J
W
ヲ
'

『r
7
e

句
，e

n

u

n

u

n

v

 

1.68 1.92 1.82 
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0.78 0.741 
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2.77 

3.93 2.90 0.0400.045 0.042 10.1220.190 0.146 1 
4.06 3.44 0.055 0.059 0.057 10.1450.191 0.174 1 

( 3.17): (0.0回')1 (0.160)1 

3.27 2.51 O.国9 0.043 0.042 1 0 的00. 150 0.1171 
( 2.51~ (0.白2)1 (0. : 17)1 

3.20 2.73 0.0430.057 0.049 10.1080.204 0.145 1 
( 2. 73)j (0.049)1 (0.145): 

2.01 

2.18 

2.位 4.91 3.9310.064 0.1叩 O.印o 1 0.125 0.272 0.2ω 
( 3.93)1 (O .C切1)1 (0. 2<別

9.78 10.94 10.37 
9.11 9.83 9.47 

( 9.92) 

4.00 4.44 4.30 
3.94 4.11 4.02 

( 4.16) 

10.38 11.27 10.87 
9.50 10.22 9.91 

(10.39) 

6.78 8.55 7.67 
( 7.67) 

4.44 5.11 4.63 
( 4.63) 

6.72 8.27 7.62 
( 7.62) 

11.53 12.45 11.97 4.06 4.44 4.28 
9.52 10.78 10.19 3.89 4.22 4.01 

(11 明) (4.15) 

5.74 6.36 6.15 10.22 11.39 10.91 
5.01 5.49 5.32 8.94 10.83 10.07 

( 5.74) (10.49) 

8.65 11.82 10.32 6 ∞ 8.16 7.01 
(10.32) ( 7.01) 

11. 72 12.!7 11.91 , 3.94 4.83 4.51 
(11.91) ( 4.51 

7.76 9.87 8 .ω~ 6.∞ 7.9{ 7.39 
( 8.曲目 ( 7.39) 
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樹 種産 地木取り香号木取り
髄紋角度 年輪中高

乾~と 速度乾快速度減少係波

常温試験

全乾比重

高温試験 常温試験 j{:j 温試験

以

常温

幅

縮率

試験

I'f.さ

(全乾時}

高温試験

幅 厚さ
摘 要

l'vlin. Max. Ave. Min. l¥Iax. Ave. Min. Max. Ave. Min. Max. Ave. i¥lin. Max. Ave. Min. Max. Ave. Min. Max. Ave. Min. l¥1ax. Ave. Min. l¥Iax. Ave. Min. Max. Ave. Min. Max. Ave. 
E←一一_ mm. g主主一一 1 }主主主 lhXl三一 %lh % h 第 一皇一一 」盆ー (%. 

45F 8A11 1心材仮目 71.0 88.0 加.5 1.2 2.2 1.71 0.71 0.78 0.74 0.40 0.49 0.45 2.39 2.58 2.48 0.0390.042 0.041 '0.083 .115 0.090 9.11 9.78 9.54 6.22 7.25 6.63 , 9.22 9.94 9.63 5.88 6.06 5.96 常猛試験表面割れ

1 (叩.5) ( 1.7)1 ( 0.74) ( 0.45) ( 2.48) (0.041) (0ω6)' ( 9.54) ( 6.ω)i ( 9.63> ( 5.96) 

45F 6All 心材iG t正 35.0 88.0 58.0 
-青森蛍林 45 F 8All 

ミスナフ 34.0 41.0 37.8 
局管内

(平 均) (47.9) 

45F 6A 11 心材柾目 2.0 25.0 15.3 

( 15.3) 

一一一一ド一一一ー
45K 24A12 心材彼自

45K 32A13 

45K 16A 1 

、子 均〉

82.0 88.0 84.9 

80.0 89.0 85.2 

回 o 88.0 76.9 

( 82.3) 

45K 32A13 心材迫柾I 45.0 50.0 46.8 

28.0 32.0 30.4 

均) ( 38.6) 
ミズナラ[名古~三:1; 45K 24A 2 

'総局管内 jC平

45K 24A 01心材柾目 1.0 14.0 6.6 

45K 24B 0 2.0 18.0 10.5 

45K 24C 0 

45K 32A 0 

4~K 16A 01 

IC平

j 115L291A 2 心材 UJ

15L 1 A 2 辺心混材反目

15L312A12 

大阪を3林 (平 均)
局管内

|15 L 312A12 辺心混材追低

アカマツ

15L291A 2 辺心混材Iif日

i. . ... 15F503B 2 辺心泌材追tiE
tY森営林

局管内 15F210A 0 辺心混材鉦自

9 J 21A 12 心材板目

9 J 3~All 

9 J 71A 11 

f平 均〉

0.0 18.0 7.6 

2.0 26.0 11.6 

1.0 28.0 15.1 

均) ( 10.3) 
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0.7 1. 1 

1.3 1.7 

1.5 2.6 

1.3 1.9 

0.8 0.9 

0.9 1.1 

0.8 0.9 

0.9 1.1 

1.3 1.8 

2.6 3.3 

ω.0 90.0 69.4 3.1 4.0 

( 69.4) 

85.0 卯.0 88.4 , 2.3 2.9 

75.0 80.0 77.3 I 2.7 3.0 

( 82.9)1 

48.0 60.0 54.0 I 2.7 4. 1 

C 54.0)1 

4.0 21.0 12.4 I 2.0 2.8 

( 12.4) 

17.0 39.0 28.8 ・ 3.5 4.8 

( 28.8) 

1.0 44.0 16.8 4.0 7.6 

( 16.8) 

77.0 90.0 85.5 1 2.6 8.0 

75.0 90.0 82.1 1 2.5 3.6 

76.0 90.0 84.91 1.8 3.9 

( 84.3)1 
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0.91 0.62 0.70 0.65 

1.41 0.64 0.74 0.70 

1.91 0.68 0.80 0.75 

( 1.4)1 (0.70) 

1.61 

0.81 

( 1.2)1 

0.91 

0.67 0.69 0.68 

0.61 0.67 0.65 

( 0.67) 

0.61 0.64 0.63 

0.58 0.64 0.59 

0.61 0.66 0.63 

0.61 0.70 0.68 

0.77 0.82 0.80 

( 0.67) 

0.51 0.67 0 60 

O.ω0.75 O.的

0.50 0.66 0.59 

( 0.63) 

0.50 0.52 0.51 

0.44 0.51 0.47 

( 0.49) 

0.51 0.62 0.57 

0.62 0.68 0.66 

0.54 0.65 0.59 

0.45 0.64 0.53 

0.40 0.48 0.43 

( 0.56)1 

1. 30 1. 80 1.55 

( 1. 55) 

1.10 1.28 1.20 

1.50 1.52 1.51 

( 1.36) 

1.82 3.12 2.37 

( 2.37) 

1.12 1.31 1.22 

( 1.22) 

2.66 3.36 3.03 

( 3.03) 

2.20 3.63 2.91 

( 2.91) 
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1.63 

1.54 

1.67 

1.80 1.71 1 

2.26 2.17 1 

1. 97 1. 84 1 

( 1.91)1 

2.40 2.85 2.61 0.0440.053 0.047 0.1020.110 0.108 

1.92 2.14 2.03 0.0390.043 0.041 0.0700.089 0.078 

( 2.32) (0.044) (0.ω3) 

1.臼1.92 1.68 1 O.ω3 0.042 0.038 0.057 0.073 0.066 

( 1.68)1 (0.038) (0.066) 

1.98 2.41 2.1810.0430.056 0.049 0.0850.131 0.111 

2.17 2.49 2.35 , 0.0490 .055 0.053 0.100 0.117 0.107 

2.70 3.63 3.12 0.0450.062 0.053 0.1270.203 0.159 

( 2.55) (0.052) (0.126) 

2.12 2.32 2.24 0.045 0.050 0.048 0.104 0.128 0.115 

1.83 1.91 1.86 0.0400.044 0.042 0.081 0.083 0.082 

( 2.05) (0.045) (0.099 

1. 75 1.89 1.83 0.043 0.053 0.047 0.089 0.112 0.099 

1.90 2.09 2.00 1 0.0440.052 0.049 0.101 O. ロo 0.110 

1. 71 1.86 1.80 i 0.042 0.046 0.044 0.082 0.102 O.ω2 

1671861791 0 0380ωoω;ω85 0 側 0.088
1. 37 1. 79 1 印 0.034 0.043 0.037 I 0.062 0.092 0.076 

( 1.80) (0.044)1 (0.ω3) 

8.83 10.∞ 9.21 6.37 10.05 8.13 

4.28 7.28 6.50 7.35 10.07 9.27 

( 7.86) ( 8.70) 

4.33 5.06 4.81 10.70 13. 10 11. 96 

( 4.81), (11.96) 

8.05 9.33 8.74 

9.33 10.28 9.63 

8.89 10.28 9.88 

( 9.42) 

5.15 7.55 6.43 

5.90 6.33 6.16 

4.94 7.11 5.93 

( 6.19) 

7.167.22 7.19 8.438.74 8.58 

5.89 6.11 6.00 10.05 11.68 10.87 

( 6.的) ( 9.73) 

4.94 5.28 5.05 10.28 11.93 11.32 

4.50 5.22 4.85 9.46 10.61 10.13 

4.83 5.22 5.05 10.13 11.ω10.57 

4.33 6.11 4.98 10.42 12.10 11.58 

4.33 4.89 4.55 18.35 10.98 10.67 

( 4. 叩) (10.85) 

8.56 10.61 9.56 , 5.94 7.53 6.61 

6.89 8.17 7.52110.0110.97 10.35 

( 8.54)1 ( 8.48) 

4.44 5.67 5.08 10.57 14.43 11.99 

( 5.08) (11.99) 

9.05 9.44 9.21 

9.44 10.28 9.88 

9.44 10.11 9.77 

( 9.62) 

6.50 8.20 7.49 

5.94 6.59 6.43 

5.63 7.01 6.10 

( 6.67) 

7.28 7.67 7.52 8.76 9.85 9.36 

6.05 6.66 6.33 10.69 13.60 12.07 

( 6 ・ 93)1 (10.72) 

5α) 5.53 5.19 I 12.50 14.00 13.32 

4.61 5.00 4.83 I 9.89 12.18 11.02 

5.17 5.39 5.24 ~ 11.39 12.35 11.81 

4.33 4.89 4.63 I 12.56 14.64 13.38 

4.22 5.11 4.59 11.48 12.75 12.02 

( 4.叩): (12.31) 

4.90 5.65 5.27 1 0.019 O.似o 0.0295 0 的80.1ω0.1261 6.95 7.39 7.17 3.48 4.85 4.17: 6.39 7.日 7.111 3.74 4.74 4.09 高温試験材表面割れ

( 5.27)1 (0.0295) (0.126)1 C 7.17) ( 4.17). ( 7 .11) ~ ( 4.ω)1 

9.10 13.ω1 1.∞ 0.0430.050 0.047 0.5400.7∞ 0 . 596 I 7.78 8.25 8.07 

9.20 12.20 11.05 0.050 0.0ω0.055 0.480 0.620 0.550 I 7.39 7.56 7.48 

(11.03) (0.051) (0.573)1 (7.78) 

7.65 10.32 8.64 0.1020.140 0.115 0.3∞ 0.540 0.436 I 

(8.64) (0.115) (0.436)1 

6.80 7.90 7.48 0.029 0.030 0.030 0.205 0.270 0.2421 

( 7.48) (0.030) (0.242)1 

3.61 4.95 4.29 

( 4.29) 

5.58 6.14 5.87 

4.47 4.85 4.66 

( 5.27) 

2.72 4.55 3.42 

( 3.42) 

7.39 8.11 7.75 

7.22 7.50 7.35 

( 7.55) 

3.67 4.22 3.94 

C 3.94) 

5.72 6.72 6.27 i高温試験材表面割れ

4.27 4.74 4.49 1 ~ 

( 5.38)辺材 35 % �l 

3.07 3.48 3.26 辺材 40 %混

( 3.26) 

3.06 3.22 3.14 5.20 6.75 5.98 2.39 3.83 3.04 4.55 6.97 5.79 
辺材 30 %混

( 3.14) ( 5.98) ( 3.04)1 ( 5.79)" - .. " 

13.95 18.15 15.25 0.1680.225 0.193 0.490 0.710 0.6171 3.56 5.89 5.04; 6.30 7.22 6.98 3.44 5.44 4.53 

(15.25) (0.193) (0.617)1 ( 5.04)1 ( 6.98) ( 4.53) 

7.55 13.20 10.52 0.132 0.230 0.187 0.2∞ 0 .420 0.337; 3.22 3.44 331 1 6.47 8.22 7.71' 2.83 5.33 3.72 

(10.52) (0.187) (0.337): ( 3.31)1 ( 7.71) ( 3.72) 

3.28 5.05 4.21 0.141 0.153 0.147 0.1360.177 0.155 

4.73 5.57 5.17 0.1490.167 0.155 0.1320.162 0.146 

4.32 5.90 5.03 0.0950.151 0.125 0.1050.162 0.141 

(4.80) (0.142). (0.147) 

2.72 3.18 2.95 0.0910.104 0.099 0.0880.113 0.099 

3.51 4.18 3.83 0.109 0.137 0.121 0.102 O.I~わ 0.112

3.43 4.46 3.95 0.0890.110 0.104 0.1050.167 0.139 

(3.58) (0.108) (0.117) 

8.33 9.11 8.78 

7.33 8.11 7.65 

8.39 9.39 8.88 

( 8.44) 

3.72 4.83 4.23 

3.22 4.67 3.93 

3.22 4.89 4.的

( 4.08) 

2.78 4.25 3.58 

3.65 4.24 2.89 

2.94 4.15 3.46 

( 3.64) 

7.96 9.27 8.50 

7.30 8.06 6.67 

8.78 9.95 9.44 

( 8.54) 

7.16 8.50 7.89 

6.28 7.56 7.01 

7.78 8.78 8.24 

( 7.71) 

3.56 4.44 3.84 

3.11 3.72 3.43 

3.22 5.∞ 4.01 

( 3.76) 

7.44 9.38 8.13 辺材 40 %混

( 8.13) 

4. 79 7 .96 6.79 I辺材却%混
i高温試験表面割れ

( 6.7の1

2.79 4.84 3.85 高温試験表面'lHIれ

3.54 3.97 3.80 

2.85 4.40 3 . 70 高 ・ 常温試験表面割

( 3.78) れ

6.45 8.73 7.96 

4.54 7.44 6.36 

8.58 9.67 9.21 

( 7.84) 

9 J 33A 11 辺心混材追凶 18.0 42.0 35.01 2.9 4.0 3.4 0.48 0.51 O.印 1.ω3.64 2.66 1 4.∞ 4.日 4.21 0.1∞ 0.152 0.133 0.1∞ 0.145 0.122 1 5 .回 6.11 5.66 5.85 6.87 6.35 I 4.67 5.78 5.101 5.回 7.21 6.66 辺材 8 %混
( 35.0)1 ( 3.4) ( 0.50) ( 2.66)1 ( 4.21) (0.133) ( 0.122)1(  5.66) (6.35): ( 5.10)1 ( 6.66) 

3.4 0.50 0.53 0.51 

( 3.4) ( 0.51) 

2.6 0.61 0.66 0.62 

2.9 0.43 0.48 0.45 

( 2.8)1 ( 0.54) 

3.3 0.42 0.45 0.43 

( 3.3). ( 0.43) 

2.5 0.48 0.52 0.49 

( 2.5) ( 0.49) 

4.3 0.37 0.39 0.38 

( 4.3) ( 0.38) 

5.4 0.37 0.42 0.39 

( 5.4) ( 0.39) 

5.1 0.50 0.56 0.52 

3.0 0.46 0.51 0.49 

2.9 0.45 0.58 0.51 

( 3.7) ( 0.51) 

3.5 0.55 0.58 0.56 

3.8 0.48 0.51 0.49 

3.5 0.51 0.58 0.54 

( 3.6). ( 0.53) 

)2.-1-



樹 種産 地l木耳元り ëi号水駁う

1-ーーーーーーーー

髄銭鈎号E

ユlin. :¥Iax. Ave. 
θ 

l日~1 2A 3辺 H Iü日 80.( 86.6 
:: ~高知営体! ( 86.6 

27.0 的.0 56.9 
( 56.9) 

シ Iヤラ局管内 63:\1 2.-¥ 1 心材氾fiE

4~1 l A 12心付 i反!1

そ
今 4~1 lA12心材ほ日

4~1 lA 12 
I{平均、

14;,\1 l A ló辺材仮日

14M l A d心材夜日

14:¥1 lA12心 H t:i: tJ 

ソ fj 。

70.0 81.0 75.7 
( 75.7) 

13.0 28.0 19.3 
2.0 1C.0 6.8 

( 13.0) 

82.0 伺 .0 86.8 
( 86.8) 

86.0 伺.0 88.0 
〈回.0)

2.0 5.0 3.4 
( 3.4 

トカ

・サワラ
ク

13M l A12心材仮目 88 .0 90.0 89.0 
( 89.0) 

13.:¥1 1 A 12心材~(l !ﾜ; 34.0 49.0 43.6 
( 43.6) 

3~1 1 A 3辺材続日 79.0 如.0 86.8 
( 86.8) 

ρM l A l1 心材 i1与 fll? 33.0 85.0 63.9 
( 63.9) 

Y サマキ 。

信
・

輪 幅 全乾比 E

ß.lin. お.Iax. Ave. 
gcm・

0.78 0.80 
( O .釦3

0.77 0.80 0.78 
( 0.78) 

1.6 2.1 
2.2 2.5 

3.5 I 0.37 0.55 0.45 
( 3.5): ( 0.45) 

1.9 I 3.35 0.38 0.37 
2.3 , 0.3? 0.37 0.36 

( 2.1) ( 0.36 

乾燥速度係絞

-
す
込
1・

・l
-

明

酔
k
n
-

q~ 

温

者自

隙

厚

験

:¥1in. .:¥Iax. Ave. . ;¥1in. l¥lax. Ave. 
O� ' (~í)) 

隠

2.49 3.48 2.98 
( 2.98 

4.97 5.68 5.:2 
4.74 4.79 4.77 

( 5.∞ 

7.33 7.78 7.56 4.25 4.37 4.31 
( 7.56J ( 4.3: 

5 .∞ 6.06 5.53 ~.02 3.11 3.07 
( 5.53) ( 3.07 

3.6: 3.89 3.72 6.∞ 7.25 6.62 
( 3.72) ( 6.62 

吋4 f企乾時〉

試

}事

験
事苛 事E

;¥1in. .Max. Ave. 
(mm 

1.0 2.2 1.7 
( : .7) 

0.5 1.1 07 
( 0.7) 

2.9 4.0 

常温 E責験

Min. ;¥lax. A ¥'e. 
l/hX 10-2) 

0.98 1.16 1.07 
( 1.07 

0.67 1.10 0.89 
( 0.89) 

1.77 2.48 2.06 
( 2.06) 

2.40 2.61 2.54 
2.50 2.90 2.70 

( 2.62 

乾 ~h 迷 皮

高温試験 官1 包 E司験 高ì'FI 時験

:¥lin. ;¥lax. Ave. ~lin. ;¥lax. Ave. ~Iin. :¥'lax. Ave. .:¥lin. Max.λve. 
hx 10-2) ~oh %111 % 

0.46 0.51 0.48 I 2.53 2.86 2.70' 13.∞ 16 . 10 14.62 0.0470.050 0.04910.630 0.770 0.6'lO 6.78 6.89 6.84 3.35 3.85 3.ω 
( 0.48)1 ( 2.70)1 (14.62; (0.049) (0.6叩) ( 6.84) ( 3.ω 

0.47 0.52 0.49 I 1.65 2 ∞1. 85 I 7.95 11. 12 9.85 0ω20.043 0.037! 0.380 0.5印 0.5∞ 5.94 7.05 6.日 4.21 6.55 5 日
(0.49)1 ( 1.85)1 ( 9.85)1 lO.037)1 (0.5∞)' ( 6.63) ( 5.50) 

n m. 

6.61 6.94 0.74 
( 6.74 

3.17 3.83 3.3Q 
1. 94 1. 94 1. 94 

( 2.07 

6
6
7

乃

'
z
'
A

，
宅
刻
、

q
u
q
u
・
-
・

4

1

1

1

1

 

，
E
、
，
，
、

0

5

 

a
d
a
u
 

勾
。
，

a

m

∞
 

、
“
，

a

1

1

 

、
，
、
.
，

5

5

2

2

 

1
1
0

・

9

'
'
'
'
n
u
n
u
 

1

l

 

，
a
、
，

e
、

句J
'
A

守
'
内

d

守'
'
A

1
 

3

2

 

F
D
F
3
 

a
u
n
u
 

1
 

1

}

 

E

8

3

3

 

0

9

2

2

 

弓
4
ヲ

t
M
'
E
.，.

;

1

1

1

 

r
、

r
、

∞
必
。
。
，

a

1

1

 

何
∞

内
4

，
.

1

1

 

、
ノ
、
ノ

6

6

3

3

 

q
u
q
u
a
-
4

・

ウ
白
う
h
y
-
-
Vゐ

o

o

o

 

'
t
r

、

ω
 

I
 

d
-
-
n
u
 

o
O

内
J

n
y

弓
ゐ

l

l

 

n
u
n
u
 

h
'
'
E

ノ

9

9

7

7

 

1

1

1

1

 

n
u
n
u
F
u
n
M
 

n
u
n
u
n
u
n
u
 

，
‘
、
，
，
.
、

ny

,, 

1

1

 

n
u
n
u
 

-

-

n
u
n
u
 

《V，
『
，

a

l

l

 

n
u
n
u
 

-

-

n
u
n
v
 

}

-

}

 

n
u
「
u
q
u
q
u

弓
4
a
z
h
守'
-
r

E
d
h
J
V今
O
句
。

，
，
‘
、
，
，
‘
、

却
ゆ

d
o
p
-
z
 

臼
∞

訓
"
-
q
J
U

..... c 

6.65 6.33 
( 6.33) 

3.28 3.20 
2 39 2.28 

( 2.74 ‘ 

6.19 6.67 6.53 
( 6.53> 

5.回 6.11 5.97 
( 5.97 、

3.78 4 11 3.93 
( 3.93、

6.11 

3.11 
2.17 

九lin. ;¥Iax. Ave_ 
(%) 

7.32 7.90 i.70 
( ;.70 

7.ω:0.87 ~.49 
( <.49) 

、
8
8
5
0
8
 

7

7

b

8

1

 

2
f
5
4
t
 

r
‘
、

r
t、

7g

,-zau 

C

9

0

 

内d
E
J
E
d

回
目
別

2

4

4

 

3.98 4.47 4 .23 市温試験表面割れ
( 4.23) 

3.34 3.52 :.43 
( :.43 

5.9可 7.54 �.73 
( �.73) 

噌
US

A
 

-吋MZjes 
面安験依H

皿l
 

F叶
、
，
，
，
‘
，

J

5

5

9

9

 

3

3

1

1

 

:
;
3
3
 

〆
g
、
，

z
、

1

・
。
r
o
a
-

句
。
凋
噌

『f
R

以

内y
d

“
古

今
，
“
今
，
‘

、
，
，
，
‘
，
，

mmmwmw 

E
d
F
U
q
u
q
u
 

r
‘
、
，

e
、

4
・

'
A

4

6

 

R
J
V

角
。

目
白

4
・
今
&

、
.
，
，
、
，
，

q

9

6

6

 

内
u
n
u》

7
・
句
，

。
。
。
。
。
。
句
。

f
e‘
、

r
a、

'
a

守J

ム
U

れ
ν

q
u
k

リM

a
u
n
Y
 

A
-
-

バ
宅

今
必
勺

4

>>2

2

6

6

 

a
“.
a
守
，
“

1
d
句

令
。
。
。

η
d
内
。

，
，
也
、
，
，
‘
、

例
∞

E
J
V
A

噌

。
。
，
，

今
i
u
z
o

a
宅
内
，
.

6.28 7.44 6.85 
( �.85) 

2.44 4.22 3.42 
3.82 4.22 4.03 

( 3.73 

8.06 8.78 8.41 
( 8.41) 

6.45 7.39 6.86 
4.28 7.39 6.06 

( 6 46 

1.56 4.11 3.41 
( 3.41) 

4.11 4.44 4.26 
( 4 . 26、

1.78 2.61 .2.09 
( 2 凹，

1.50 1.78 1.63 
( 1. 63) 

)
、

n
O
A
E

弓
4
《
y
-
a

l

1

5

2

4

 

••••

• 

。
d
勺
i
v
『
J
E
d
L
U

r
g、
，
，
、

E
J

勾
0
・
・
・

2

5

8

 

q
1
0

ハ
》
マ
，

O

2

6

 

1
4
3
a

守
，

•.• q
u
r
D

内4

5.94 1.00 6.41 3.25 3.39 3.34 
( 6.41) ( 3.34) 

5.89 6.78 6.30 4.37 4.78 4.53 
( 6.30) ( 4.53) 

5.95 7.06 6.71 
( 6.71) 

2.72 4.∞ 3.15 
3.55 4.94 4.ω 

( 3.62 

�;¥l 1 A 11 心材低目 1.0 6.0 3.0 1.5 1.8 1.6 O.叩 0.53 0.51 1 1.13 1.28 1. 21 ・ 6.ぬ 7.42 6.86 0.017 O.ω4 0.026 0.3400.390 O.お5 3.78 4.17 3.98 7.07 7.79 7.43: 3.17 3.67 3.42 6.82 8.06 7.44 
( 3.0) ( 1.6) (0.51)1 ( 1.21) ( 6.86) (0.026J; (0.3651 ( 3.98) ( 7.43): ( 3.42) ( 7.44) 

ー一一一

80.0 90.0 85.5 
〈邸.5

5.0 18.0 11.3 
14.0 22.0 17.6 

( 14.5) 

36F 9A12心材歓目 74 . 0 85.0 77.9 
i ( 77.9) 

36F 9A 12心材 i自国 37.0 63.0 51.8 
Y リ~ 36F 9A 0: 28.0 86.0 54.7 

1 ( 53.2) 

36F 9A 0回心材紅白， 2.0 :4.0 5.9 
1 ( 5.9) 

221 ö6A l1心材仮目1 81.0 90.0 85.4 
( 85.4 

ネプ『長野営林22 J 86A 11心材追出 13.0 34.0 24.3 
・ー局管内 i ( 24.3 

22186A 0心材厄日 3.0 15.0 8.5 
( 8.5) 

6.38 8.62 7.71 
( 7.71 

9.38 14.40 1 1.白0
8.62 :1.25 9.94 

(10.77 ‘ 

0.0410.ω5 0.065 0.350 C.390 0.375 
(0.065) (0.3751 

0.030 0.081 0.0ω0.440 0.530 0.483 
0.046 0.077 0.062 0.520 0.570 0.545 

(0.061' (0.5i4 

、
』


n
u
A
U
E
i
v
R
J
v
a
u
Q
U
 

7
7
ζ
J
ζ
d
4
4
 

3

3

2

2

3

3

 

0
ω
o
ω

。

ω

n
v
n
u
n
u
 

『J

司J
7

・

内
ベ
》
内

J
ι

丹
、v

punvn

>

m

叫
お

3

2

3

 

0

0

0

 

ノ

3
3

6
6

一

C
0
0
0

4
4
7
7
6
d

む

nvnunununU

<U

n
v
n
v
内
u
n
u
n
u
n
u

，
E
、
，
.
、
，
‘
、

う
L
m
z
O
E

叫

F、J
W

『
'
'
r
h

日
'

n
u
n
v
n
u
 

n
v
n
u
n
U
 

9

3

6

 

伺

M
w
m

n
v
n
v
n
v
 

)

)

J

 

n
u
n
u
n
v
n
v

、
，
，
，

F
E
R
M
司d
-
J
q
u
q
M

9

9

6

6

8

8

 

r
k
r

、

r
、

“
お

ω

1

7

O

 

I

l

 

-
a

『
4
F
D

q
u
q
u

ラ
向

司
r
A
U

句J

、
J

、

J

、

J

。
。
勺
d
a
q
e
0
4

地a
a
噌

0

0

5

5

9

9

 

3
3
2
2
1

・

1

r
、
，
，
、
，
，
、

明
日
記
∞

3

2

2

 

沼
お
お

2

2

1

 

)
〉
、
，

m
w特
別
日
目
一
回

n
u
n
u
n
u
n
U
内U
n
u

，
，
、
、
，
，
a
、
，
，
‘
、

4

ヲ
勾

1

5

5

5

 

n
u
n
v
n
U
 

Q

印
約

n
v
n
u
n
u
 

>

J)

4
・

A
‘

n
ヲ
O
F
W
.
，
E・

1

1

1

1

1

1

 

，
f

、
，
，

t

，
，
也
、

つ
ω
t
a
q
u

2

2

l

 

'
A
Q
u
n
y
 

-
-
。

,, 
3

3

6

6

 

4

4

5

5

 

2

2

2

2

 

n
u
n
u
n
u
n
u
 

r
h
、
，

e
、

m

m

 

n
v
n
v
 

m

m

 

n
u
n
u
 

、
，
，
，
、
，

令
、
ぜ
弓
‘
以
内U
円
以

ω
ω
ω
ω
 

n
v
n
u
n
v
n
v一

，
，
‘
、
，
，
‘
、

∞

ω
 

n
u
n
U
 

5

2

 

m

邸

内
u
n
u

n
y
n
y

句
。
。
。

J
。
ι
u
a
“E
a
-
-

5

5

6

6

 

，
，
‘
、
，
，
‘
、

円
V

円U

。
o
n
p
M

E
J
W

『J

目
印

ζ
J
W
E
J
V
 

-
E
，
、
‘
，
，

6

6

2

2

 

7
'
ヲ
'
n
u
n
V

2

2

3

3

 

f
、
，
，
、

∞
白
山

。
d

の
。

今
4

。
O

R
》
内

4

今
&
ゥ
，
“

、
ノ
、
，

d
崎-
A

、
，

b
r
a

a

“z
a
-
-
a
“ι
a
‘
.
 

n
v
n
u
n
u
n
v
 

f
、

f
、

A
u
n
y
 

4
・

A
噌

n
u
n
u
 

今
必
令

4

n
守
，
“

z

n
u
n
v
 

、
，
，
，
、
、
，
，

2

2

1

1

 

，
，
‘
、
，
，
‘
、

必
守

n
u

y
A
a
J
u
 

n
y

ヲ
'

n
u
n
u
 

0.9 3.8 1.9 
( 1. 9、

0.6 1.2 0.8 
( 0.8 

イヌエ青森営体56F 5A 1 心材追u' 37.0 73.0 56.5 1.6 2.4 2.0 0.61 O.“ 0.63 I 0.75 0.84 0.79. 3.25 3.70 3.48 O .む750.082 0.079 0.1980.238 0.214 4.28 5.56 5.05 2.64 6.01 3.92 I 4.44 5.56 5.02 2.79 5.∞ 3.38 
ンフュ局管内 I ( 56.5)~ ( 2.0)' ( 0.63)1 ( 0.79): ( 3.48) (0.07ヲ)1 (0.214、( 5.05) ( 3.92)1 ( 5.02) ( 3.38) 

6F 2A il 心付仮目: 72.0 86.0 81.0 
( 81.0) 

6F 2A 辺心混材追記 38.0 49.0 42.0 
( 42.0、

6F 2A 0辺心UHl正目 2.0 23.0 13.0 
I ( 13.0>

24F 2A 11 心材坂口

ヒノキア

スナロ

φ 

24F 2A 心材泣 E
24 F 2A ~ 

7;:- よ'=9

トピマノ
ク

一

2.3 3.7 2.9 
( 2.9 

2.6 3.1 2.8 
2.4 2.8 2.5 

( 2.7 

0.45 0.53 0.48 
( 0.48、

0.48 0.55 0.4Q 
0.43 0.49 0.45 

( 0 .47>

2.0 2.6 2.3 I 0.40 0.-13 0.41 
( 2.3)1 ( 0.41 、

2.3 2.7 2.5 I 0.40 0.43 4.41 
( 2.5)" ( 4.41 、

2.5 2.8 2.7 I 0.40 0.44 0.42 
( 2.7)1 ( 0.42 

4.8 5.9 5.2 
( 5.2 

4.5 
4.5 

( 4.5>j 

4.5 
( 4 . 5 、

3.8 5.1 
4.0 5.3 

4.1 4.9 

0.7 1.1 1.0 
( 1.0 

0.9 
( 0.9 

0.9 
( 0.9) 

0.8 0.9 

0.8 1.0 

0.57 0 目 61 0.59 
( 0.59) 

0.57 0.60 0.59 
0.53 O.ω0.56 

( 0.57) 

0.57 O.ω0.58 
( 0.58) 

0.32 0.39 0.36 
( 0.36 

0.31 0.32 0.31 
( 0.31 

0.30 0.32 0.31 
( 0.31) 

、
，
、

9

9

0

4

7

 

n
y
n
y
'
a
a
u
n
y
 

苛
A
1
A

ウ
-
t
.
，
.

，
，
、
，
，
、

5

6

2

 

'
A
つ

-
n
Y

2

2

1

 

3

2

5

 

nヲ

o
o
，
，

1

1

1

 

2.92 5.∞ 3.68 0.0460.095 0.066 I 0.1∞ 0.112 0.105 
( 3.68) (0.066)1 (0.105 

2.54 4.38 3.却 0.0400.125 O.仰7 0.0870.:お 0.1∞
2.72 3.02 2.82 0.040 0.058 0.049 0.065 O.凶7 0.073 

( 3.01) (0.073;, (0.087 

2.28 3.31 2.80 
( 2.80) 

6.ω8. :2 7.61 
741 8.18 7.92 

( 7.77) 

混
誕

ノ
o
v
o

c

〆

C

〆

5

m

 

村
材

辺
辺

、
J

、
ノ
、
，

2

2

1

1

9

9

 

7

7

4

4

3

3

 

内4

内
d
a

弓

a
'

句
，
司
r

r
t、
，
，
、
，
，
、

0

6

9

 

a
u

。
O
E
J

ヲ
M
4

・
句
，

r
。
，

b

内u

t
u
n
v

。J

ヲ
“

q
u

ヲ
'

]>}日
目
前
侃
%
町
四

五
U
E
J
R
d

に
J

ヲ
“
今4

r
z、
，
，
、

r
s、

1
a

守
，e

，
A

。
。

E
J
V

内
J

3

4

2

 

q
u
n
v

ヲ
'

5

4

2

 

、

J

、

J

、
，

d
・

a
崎
・
2
A

，

.
m
A
E
A

8
8
2
2
i

ー

ウ
ゐ-
q
i
U
8・5a
噌
ヲ
'
守
，

，
，
、
、
，
，
‘
、
，
，

E
、

河
川

u
z
w

勺
ο
E
d

ヲ
r

7

・

4
5

R
d

。
ο

。
。

勺
，
“
勺

d
r

。

、
.
，
，

t

ノ

m
m山
一
ロ
ロ
回
目

b
-
b
R
M

に
J
V
今
白
う
日

r
、

r
、

r
、

8

2

9

 

7

句
。
究

M

L
u
t
o

。
J

T
A
Z
Z
A
U
 

'
a
'
a
k
i
v
 

R
J
V
R
J
w
a
7
u
 

}>)白
羽
ω
ω
M
臼

3

3

3

3

2

2

 

n
v
n
u
n
v
n
u
n
u
n
u
 

F
也
、
，

a
、
，

s
、

∞

ω
ω
 

a
“E
A

句
。
。

n
u
n
v
n
u
 

叩
叩
∞

ウ
匂
つ
-
内
，

u

n
u
n
u
n
u
 

、
，
、
ノ
、
‘
，
，

q
u
q
u
'
-・
3

・
今

'
h今
a

a
u
a
u

守
，
句
J

ヲ
'
ヲ
'

n
u
n
v
n
u
n
u
n
u
n
v
 

o
ω
o
ω
o
ω
 

川
的
側

n
v
n
u
n
v
 

m
ω
ω
 

n
u
n
u
n
U
 

、

J

、
、
，

A
'
A
q
d
q
d
q
J
V

句
。

0

0

4

4

5

5

 

口
ヲ
n
y
n
ヲ

n
v
p
A
》
五
日

f
、

r
、

f
、

何
M
m
u
m

q
'
V
&

マ
，

川W

叩
句

。
。
ム

u
z
d

}}>9

9

6

6

1

1

 

5

5

4

4

0

0

 

2

2

1

1

2

2

 

，
，
、

r
、

r
‘
、

m
m

担

必
勉E

唱
A

吟d

d
-
E
Z
D

句
。

n
u
-
-
a
a

宅

0.85 1.26 1.09 
( 1.09) 

0.92 1.03 0.95 
0.77 0.98 0.88 

( 0.92) 

0.82 1.02 0.88 
( 0.88>

0.86 1.叩1.43
( l.43) 

2.07 2.53 2.31 
( 2.31) 

2.29 2.47 2.36 
( 2.36) 

、
B

，
、
，
、
，

6

6

3

0

2

3

3

6

6

2

2

5

5

 

M
M

ロ
日
ロ

m
m
m
m
m
m
m
m

n
u
n
v
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
v
n
v
n
u
n
v
n
u
n
u
 

，
，
、
、
，
，
‘
、
，

z
‘
、
，
，
‘
、
，
，
‘
、
，
，
、
、

お
必
位
郎
知
山
却
お

1
1
ι
-
T
A
n
u

角
d

内φ

句
。

n
u
n
u
v
n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
 

内4
a
u
q
u
q
u

円
v
n
u

っ
“

2

0

1

6

2

4

p

o

 

l

-

-

0

2

2

2

 

n
u
n
u
n
u
n
u
n
u
n
v
n
u
 

、
，
，
、
，
、

J
-

、
、
，
，
、

J

，
、

J

B
Q
U
O
-
-
5
5

一
8
8
5
5
5
5

印
仰
向
山
白ω
ω
ω

一
ロ
ロ
m
d川
河
川
口mw

n
u
n
v
n
v
n
u
n
v
n
v
n
v
n
u
- -
n
u
一

n
v
n
v一
n
v
n
u
j

，
，
‘
、
，
，
‘
、
，
，
‘
、
，
，
‘
、
，

z
‘
、
，

s
、
、

3

4

4

8

2

0

0

 

回
白
白

ω

お
れ
ぬ

n
u
n
u
n
u
n
u

内
リ
内

u
n
u

5
6
9
3
3

加
問

o
m

回
目
的

1
l

n
u
n
u
h
u

内
u
h
u
n
u
n
u

、

J

.. ，
、
，
，

B
，

J

、
a

，
、
』

M
W
M
ω日明
創
%
%
白
目
白
沼
紛
必

4

4

3

3

3

1

1

4

4

5

5

5

5

 

，
，
‘
、
，
，

E、
，
，

t
、
，
，
‘
、
，
，
.
、
，
，
‘
、

m
w
目
白
河
辺
河
口

ω

刀

R
U

，
“za
句
勺

4
H
D
E
J
V
R
d

叩
似
釦
臼
品
位

ω

旬
。
。
。
勺

4
'
A

勺
A
v
a
-
-
E
J
V

THV 
44 
1
 

山L
M

面支撒
一
温問

、
，J

、

.. ，，
、

.. J

、
、
，
，
、
，
，
，

1

1

2

8

0

1

1

7

7

2

2

4

4

 

4

4

9

2

1

9

9

2

2

0

0

2

2

 

4
・

4
・

P・
M
-
a
-
B
E
a
n
y
n
v
d

内
4
a
-
&
4
.
，
‘.
d

噌

'
"
.
ι

r
、
，
，
、

f
、

r
‘
、
，
，
、
〆
『
、

6

2

0

0

5

4

1

 

6

2

5

1

9

2

5

 

4

6

4

0

2

4

4

 

1
 

4

6

5

2

5

6

2

 

1

3

9

5

7

8

9

 

刻
、

R
d
q
d
n
y
-
-
-

句
。
句
。

、
‘
，
，
、

}
J

、
，
，J

、
，
，
一
、

a

，
，
、
‘
，

7

7

1

9

0

2

2

2

2

1

1

5

5

 

0

0

9

O

B

O

G

-

7

7

4

4

6

b

 

8
8
6
6
6
4
4
3
3
2

う
u
s
a
-
-

r
E、
，

a、
〆

s、

r
z、
〆

E、
，
，
‘
、


d
u置
、
，

F
3
n
O

内d

『J

向
。

一

2
1
4
2
8
6
2

一

a
u
'
'
A
M
A

崎
・

q
u

弓
4

今
4

n
y

ヲ
'
n
柚z
z
i
M
2
4
n
y

内y

a
u
κ
u
n

マ
マ

'
L
u
a
u
η
J

7
'
f
b
F
D

《
J
q
u
'

・
・

1
A

、
，
，
、

z

，
，
、
，

J

、
，
，
、
，
，
、
，
，
，

一

4
4
7
2
5

。

9
4
4
1
1
6
6

A
a
a
『
ヲ

'
E
U
'
・
・

q
u
q
u

今
必
角J
白

R
J
V
R
J
V
K
》
R
J
V

4
4
6
5
6
q
9
2
2
4
4
4
4

一

，
，
、

r
、

r
、

一

r
‘
、
，
，
、

f
、

2
4
5
6

一

5
4
1

ヲ
'
n
U
7
0
0
n
v
a

句

d
U

ヲ
'

4

7

7

9

2

4

4

 

1
5
6
0

一

5
1
6

1

9

2

5

9

3

3

 

A
マ

E
d
a，
。
。
，
』
凋
句

A
マ

22-] 



一一一

度

認~種 !産 地木取り番号木取り

20J 2A 2心材板目

20J 12A 1 

20 J ωA 2 

平均)

ヒ

20J 2A 2心材if.l.柾i

r同J 12A 1 
局管内20 J 回A 2 

| 平均)，
20J 2A 0心材柾目

20J 12A 0 

20 J ωA O 

平均〉

23J 40A 1 心材担耳目

'令 23J 40A 0心材知:ロ

23J 40A 0 

ヂ均)

髄線角度

Min. Max. Ave. 
Ir) 

79.0 90.0 86.0 

77.0 90.0 83.9 

79.0 如ー o 85.1 

( 85.0) 

33.0 47.0 41.6 

29.0 32.0 30.6 

26.0 49.0 40.2 

( 37.5) 

1.0 13.0 6.9 

0.0 19.0 9.0 

0.0 13.0 4.4 

( 6.8) 

64.0 吹).0 78.3 

0.0 15.0 6.8 

18.0 22.0 20.2 

( 13.5) 

::t "'rj'マキ .., 

19 J 87 A 0心材絞目 79.0 90.0 85.8 

( 85.8) 

19 J 87A 0心材f正日 1.0 21.0 7.5 

( 7.5) 
ーー『ー一ーーー- l 一一一一一'ー・ー一一一一一一一一一ーーーー一一回目ー

4ナ ♂
フ

..; 

年輪 中高 全乾比重

乾 繰 速乾燥速度減 少係 数 収

常温

稲

率
一一

さ一
一
験
十

紡
ι

試
厚

J
一
一
試
一
厚

民

一
一a

乾
一
回
皿十

会
一
幅

{
高
一

Min. Max. Ave. Min. Max. Ave. Min. Max. Ave. 
%) % (%) 

5.∞ 5.67 5.40 2.50 2.79 2.66 

2.83 5.39 4.73 2.11 3.15 2.47 

5.61 6.44 5.88 3 .∞ 3 . 34 3.21 

( 5.34): ( 2.78) 

3.78 4.22 4 ∞ 

2.78 2.89 2.84 

3.39 4.33 4.02 

( 3.62) 

4.89 5.22 5.07 

4.89 5.22 4.99 

5.33 5.89 5 .ω 

( 5.22) 

4.19 4.54 4.37! 3.61 4.(お 3 . 80

4.44 4.76 4.ωI 2.56 2.56 2.56 

4.21 4.75 4.461 3.33 4.11 3.70 

( 4.48)' ( 3.35) 
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4.22 5.10 4.70 

( 4.70) 

2.61 3.∞ 2.77 

2.78 3.39 3.09 

( 2.93) 

4.11 4.44 4.35 

( 4.35) 

1.44 1.72 1.61 

( 1.61) 

5.88 6.65 6.30 I O.的00 . 121 0.103; 0.182 0.240 0.204 5.11 5.72 5.41 

( 6 .30)ω. 103)1 (0.204) (5.41) 

5.82 6.34 6.17 I 0.063 0 . 0伺 0.073 ; 0.018 0.127 0 . 0如 : 3.22 3.78 3.30 

( 6.17)' (0.073)1 (0.ω0) ( 3.30) 

2.16 2.68 2.39 

( 2.39) 

6.56 6.70 6.62 

5.84 5.97 5.91 

( 6.27) 

1.90 2.11 1.99 

( 1.99) 

4.74 5.46 5.10 

( 5.10) 

1.89 2.30 2.13 

( 2.13) 

2.45 3.19 2.84 

( 2.84) 

3.94 4.78 4.27 

( 4.27) 

2.22 2.67 2.51 

2.89 3.06 3 .∞ 

( 2.76) 

4.00 4.61 4.18 

( 4.18) 

1.44 1.67 1.54 

( 1.54) 
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一一一一-， 摘
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Min. Max. Ave. 
く%

3 .∞ 2 . 82 

2.35 2.21 

3.38 3.32 

( 2.78) 

4.39 5.06 4.62 

4.ω4. 67 4.64 

4.25 5.37 4.65 

( 4 . 64)目

2.75 6.02 5.27 

5.11 5.61 5.37 

7.04 7.23 7.13 

2.印
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3.19 

( 5.92) 
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C
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0.7 1. 1 0.8 0.38 0.43 0.41 

( 0.8) ( 0.41) 

1.1 1 0.38 0.41 O.ω 
1.1 0.37 0.40 0.38 

( 1.1) (0.39) 

2.42 1.74' 7.46 8.64 8.04 0. 0220 . 1∞ 0.053 I 0.052 0.145 0.095' 

( 1.74)i ( 8.ω) (0.053)1 (0 .仰の'

1.伺 160 |6.407.787.29 !0.∞7 0.070 0.054' 0.0日 0.087 O.ω3 
( 1.ω)1 〈 7.29〉!(0.054〉l(0.063)

常温試験

Min. Max. Ave. 
(l/hX 10-') 

1.04 3.14 1.98 

2.47 3.27 2.91 

1.57 2.46 2.15 

( 2.35) 

1.77 2.47 2.12 

2.89 2.89 2.89 

1.52 2.48 2.02 

( 2.34) 

1.57 1.79 1.71 

2.(わ 2.51 2.23 

1 .92 2.44 2. 12 

( 2.02) 

1.52 1.83 1.66 

( 1. 66) 

1. 72 1. 98 1. 89 

1. 93 1.93 1. 93 

( 1.91) 

1.28 

1.37 

1.90 2.20 2.02 

( 2.02) 

1.47 1.92 1.60 

( 1.ω〉

高Æ.試験 常温試験 高温 E実験

2.05 3.09 2.44 

( 2.44) 

6.41 6.91 6.65 

5.84 6.13 6.02 

( 6.34) 

1. 70 1. 71 1. 70 

( 1.70) 

4.45 5.00 4.81 

( 4.81) 

4.78 5.17 5.05 1.90 2.20 1.98 I高鼠試験表面割れ

( 5.05) ( 1.98) 

2.78 3.78 3.29 2.15 3.60 2.84 

( 3.29) ( 2.84) 

21 J 81A 0心材紙目 0.0 7.0 2.5 1.6 1.7 1.7 I 0.28 0.31 0.30 1.30 1.35 1.33 5.70 6.24 5.8610.0630.078 O .白θi 0.039 0.130 0 . 1∞ 0.78 1.22 0.97 1 3.89 4.即 4.16 0.72 1.17 0.93 3.64 4.49 4.07 

(2. 5), ( 1.7) ( 0.30) ( 1.33) ( 5.86) (0.0印)1 (0 .1∞) (0.97)1 ( 4.16) (0.回) ( 4.07) 

木取り 1!'}1立主妥協種試険で定められた原本の木取り苔号で下記の要舗であらわしたもので，詳細については主要樹種の性質，試験計i函iめを参照されたL 、

釘'; q-~ tJit種数字， 約 2 羽生立地(宮林局名)築学， 第 3項立本f番号数字， 第 4 .lTI丸太の{立2T. 笑字. 第 5:r(t絞の喬号数字
置J 38 B :9.110 38 ・フナ， F: 白森営体局， 129: 129 番立木， A : 1 番玉 o :材の中心板 正紅目板)

価税実有 ;dこ夜幅の中央部で阪国との角度を示すもので， 0。が正柾目板， 900 が正仮目板になる。 この中では試験した原木の中で庄柾目，正旋B板を本取る二とは悶難な窃合が多いため. 0。から 20 までを柾目板. 70' から 90 までを仮目椛とし， 20。から 70。までの材を追tu:目仮とした。

髄観手当 1， 1f輪憾， 全乾比重，辺心混合割合については，同じ原水の中からー水取った同じ木取り阪の常温.~温試験材 (6 ~10牧)の平均値で示し，乾慌1!度減少係数.乾燥巡庇収佑挙につl、、ては常温， 高混乾燥性試験別 (3 - 5 枚〕に最小，最大，平均値を示したふ

摘要す司J;I-'lこ弐験中にあらわれた欠点，特に乾根性試験中に発生した表面割れについて付記した3

表中 仁〉にて示してある放値I主， 1 地域， 1 材種ごとに平均した航である。

0.9 1.2 

1.0 1.2 

1.3 1.6 1. 4 ト 0 . 27 0.30 2.28 

( 1.4) ( 0.28) 

1.5 , 0.29 0.30 0.29 

( 1.5)1 (0.29) 

21 J 81A 3 心材担Ii日 86.0 90.0 88.1 

( 88.1) 

21 J81A 3心材jG何・ 43.0 61.0 53.7 

( 53.7) 

1.4 1.6 

2.0 2.4 2.2 0.28 0.31 0.30 

( 2.2) ( 0.30) 

1.3 2.1 1.7 0.27 0.29 0.28 

( 1.7)' (0.28) 

Min. Max. A ve. 
l/hX 10-2 

3.36 6.95 4.53 

3.46 4.81 4.16 

3.80 4.12 3.96 

( 4.22) 
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Table 2. 樹種別平衡含水率のずれ

フ

|子衡 11 平衡 11 平衡
樹 種|合水率のずれ 1I 樹 積!?を水率のずれ 11 樹 槌|合水率のずれ

% 11 % 1 1z  

2 11 サワラ 2 ~ 4 

2 ~ 4 il 不ズコ o ~ 1 

2 ~ 4 11 コウヤマキ 3 ~ 5 

ナ o ~ 1 l アオモリトドマツ

!アカマツ

|カラマツ

!ヒノキアスナロ

!アスナロ

2 ~ 3 

2 ~ 3 

クサマキ

ヒメシャラ

トガサワラ I 1 ~ 2 

一
ブ

ナス o ~ 1 

2 ~ 3 ク

イヌエンジユ 。

モ o ~ 1 

ツ ガ 1 ~ 2 1 ヒ / キ 2 ~ 5 

平衡合水主与を 3.5% として，樹種別に平衡含水率のずれた量を示すと， Table 2 のとおりとなる。

このように樹簡によっては全乾法で合水率を求めると，樹脂分の揮発によって含7]Gl'''-がずれると息われ

るようなものがあるため，乾燥性試験では，特に針葉樹について各段階で測定するよう指定しである合水

率を，一般より約 5%高くし，終末合水率の指定をはぶき，平衡状態になるまで乾燥することとしたz

これらの値は一般木材乾燥においても，終末合水Z与を全乾法によって求める場合の補正参考資料となる

ものと考えられるω

(3) Fig. 10 のブブ辺材の乾燥速度図についてみると，含水率約7%の位置で乾燥速度の含水率に対

する変化割合が変化しているごこのような傾向を示す樹種は，他にミズナラを除いてほとんどの樹種が合

水率 5~8%の間で変化しており，低合水率まで訊IJ定をおこなったものはすべてこの傾向を示している。

このような変化のJllir命的裏づけとしては，木材に吸着されている結合水が，合水率約 6%を境として，

吸着層の厚さに変化があることやペ また， この合水主与を境として物理的諸性質の変化があるのことなど

があげられ，この試験にあらわれた合水率6%を中心とした変曲点の存在を認めてもよいと思われる。

このような傾向と，さきに前項 (2 )の針葉樹について述べた終末合水率のずれなどのことから，単に

特定の含水率における乾燥速支を樹積間で比較1) すると，実際の乾燥時間の推定に大きな誤差が生ずるた

め，乾燥速度の合水率の低下にともなう減少経過として試験方法にとり入れたもので，この測定では乾燥

速度のi威少経過を直線とみなした含水率の範囲は，樹脂分の無い樹種にあっては 7~14%の範囲であり，

樹脂分の多い材にあっては，変 1111 点の依置がやや不明]となっているが，大11降，さきの他より 2~ 5%1附日

した合水率の範囲とした。

(4) Table 1 の常iri~乾燥性試験と高瓶乾燥性試験の草計呆速度減少係数 (K) を比較して，常温乾燥性

試験のKの値を 1 として比率で求めると，それぞれの樹種別，木取り別の値は Table 3 に示すとおりとな

る。

この表をみると，両者の比率関係は1. 5~8 の間にあり，比率の低いものはすべて針葉樹に含まわしてお

り，板比紅白材についてみると，樹種により区々であるが，乾燥性の大きくあらわれる木取り材の方が

比率も大きいようである(後11:\ (5 )-(ii) 項参照入

この比率については板の中心含水率およびその蒸気圧，外j担足気の蒸気圧，木材の拡散係数などから算

出できる侃で、あり，材表団が外周空気と平衡していると考え，水分分布が常にノミラボラ状をなしていると

い材瓶は外気と同じとすれば，高温試験またはお温試験のおのおの単独条件内で‘は，材内外の蒸気圧差

は一定とみなされる。したがって，各樹簡について比率がダミなるおもな原因は，拡散係数の含水率による

変化度合6) が樹種によって具なっているためではないかと想像されるハまた，針葉樹の一部に比率のきわ
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これらの結果をみると次のごとくなるつ

市
山
ー

に示したが，

産( i ) 

ミスナラ〔青森，名古尾営名古陪'H_~. Æ木!日j管内産)，産地日Ij乾除辿!支を求めた1'1b1簡はブナ(大阪，青森，

これらの高iはおよび常慌乾燥性試験に青森営林局'ti;1付産)の 3 粒lH!て、，アカマツ(大阪，林局管内ilO ，

よる柾目， j反日木取りの K の平均値を求め表示すると， Tab!e 4 になる。

ブナについては高L/;l試験において大阪が一番大きく，ついで汗森，名古屋の/llltになっており，常温試験

Tab!e 4. iJíIJ:也別の乾似:速度減少係数の他

• f ll- j 乾一両h二刊一長JFHJ;;lo季刊-lhfp

[l lpjii|li:ロ !?:212t
111511  l l?:;:l i:::l i:?? 

~l 高 ì!ul. 1 4 印 |428l317
常獄 o.71 0.91 0.62 

目|高鼠|一 |288!
常温 1 - 1 0.84 1 

目|高温| |248 
常温 1 0.45 

目|高?昆 |-11681180
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においては名古屋，大阪，青森の順となっている 名古屋産材は高温試験では一番遅く，常温試験で一番

早くなっているため，高lFt1試験と常温試験との差を非常に小さくしているが，原因は全く不明である。ブ

ナ材は偽心を形成するため，道管部に付着するタイローズの影響が微妙に乾快速度に影響しているので，

さらに相当;匿の材について試験を行なわないと結論は出せないコ

ミズナラはブナほど産地による差はないが，高i鼠，常温試験とも名古屋の方が青森より大きい値を示し

てし、る。

アカマツに関しては原木が小径なため，試験材は辺心混材で個数も少ないために問題はあるが，この結

果では大阪より ~'f森のブJが大きいfu立を示している J

(ii )木 l反り

各砂j和}についてほ白木取りと|反目木取りのKの平均値と. hJ:日木取り材のKに対する板目木取り材のK

の;Hfi力 rl比率を示すと. Tab!e 5 のごとくなる

Tab!e 5. 木取りによる乾燥速度減少係数の比率

祉日 i t反日
制 種|乾燥条件 I 'Edge g出~' 'F!at grai~~ 比 率

二C l llhﾗ102|l/hﾗl�"_';' F!at/Edge 

プナ辺材 12|izi?;:|i:三
ブナ心材 |60|2771385i 139 

]川 20 0.74 0.75 1.01 

60 1. 74 I 2. 52 1. 45 
スナラ! | | 

20 0.50 0.54 1.08 

60 7.48 Iω1 
アカマツ辺心混材 i m i 122 | l お l:li 

カ 7 ーミF

モ

ヒ ノ

ア ス ナ

コ ウ ヤ ーマ

サ ワ

、ノ
60 
20 

3.58 
1.91 

4.80 
2.88 

;lu|::;;| 
カ lzlL212:::|

ナロ i z i i;; 1 

リ iz|;::;ltzi
コ 12|:zl i:;:| 
キ

ロ

ーレ
ーγ

フ

三Ji:;;|;:ii|

60 
20 

60 
20 

7.29 
1.60 

5.86 
1.33 

乾燥条件 60 0C: 高温乾燥性試験 20 CC: 常温乾燥性試験

1.34 
1.51 

1.02 
1.16 

1.02 
0.84 

1.10 
1.09 

1.08 
1.52 
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この結果から，広葉樹であるブナ辺材，ブナ心材， ミズナラ，クリについては高侃試験において柾目板

より板目板のブJが約1. 4~2.5 倍ほど大きい値を示しており，常lilit試験においては1.0~ 1. 3 倍の{院を示し

ている。また針葉樹については広葉樹と同傾向のもの(カラマツ，アカマツ〕と，逆の傾向であるtIE 目材

の方が大なもの(モミ，ネズコ〕と，木取りの影料:がi認められないもの(ヒノキ，アスナロ等)の 3 傾向

にわかれている。しかし，針葉樹に関してはヒノキ，カラマツを除いた他の樹種は試験材の数が少なく，ま

た，このとりまとめ方法はさきに述べたとおり，木取りについて比較する際に，他の比重，年帥幅，産地

などの条件が一定となる資料がわずかしかれJられないためと，全体の試験結果をとりまとめたため，残っ

た因子で互いにうち消しあうような条件となり，このような結果になったとも考えられる。

ブナ， ミズナラについては征目板が板目板に比較して乾燥が遅いことはすでに報告7) めされているが，

針葉樹については一般に紋日板の乾燥が遅いとイ言じられているようであるO これらの関係は樹柾!によって

かなり異なるものと考えられ，髄線の太さ，水平樹脂瀞などが板目板の乾燥に影響があるように考えられ

る。また特に広葉樹では高i昆試験と常温試験とで木取りの彩縛が高温試験の方が大きく，常îfm.試験の方が

小さい値を示しているO

(iii) 全乾比重

全乾比重と乾燥述度減少係数の関係はブナ， ミスナラ，カラマツ， ヒノキについて Fig. 23~27 に求め

たが， ミズナラを除いて非常にばらつきが多い。プナ辺材，カラマツ， ヒノキは比重が大きくなると， K

が低下する傾向がみられる。 ミズナラは他の樹種と異なりはっきりした傾向を示しており，高温試験にお

いては柾目板の比重が大きくなるにつれ乾燥が湿し紋|ヨ材はそれと逆の傾向を示しているが，その理由

は不明である。常ìti試験については柾目板が高調試験と同じ傾向を示し，板目板は比重に影響しない傾向

を示している。

(iv) 年輪!厄

年輪憾については比重ほどの傾向はみられなかったが，これは試験材の年輪iÏ冨の範囲があまり広くなか

ったためと思われる。ただ，全般的に年輪iÏ高の広いものは比重も高くなることが想像され，比重との関係

に似た傾向を示している、

以上の 4つの関係の結果はあまりはっきりしていないが，今後資料が集まり，比重，年輪路，髄線角度

等同ーのものが多く集まり，自由に資料の選f尺がおこなえる段階にいたり，さらに木材の顕微鏡的考察を
唇誇
加えれば，さらにゆJlm な結論が得られるものと必われる

(6) 立木位置とKの関係、

立木位置については中部地方産材ミズナラについて求めたが，その結果は Tab!e 1 の木取り番号 45K24

AO (一斉ヨ5:) , 45K24BO (二番ヨê)， 45K24CO (三番玉)であるが，二需玉だけが他に比して大きな似を示

している。これは柾白木取りの材で比重が小さいためと思われ，イ也の部門から発表される樹高と比重の関

係から立木位置と Kの関係は求められるものと思われる。

(7) 収縮率について

以縮率l土中高と厚さにつき，木取りとの関係て、 Fig.33~38 に示した。この結果は各樹種ともばらつきは

あるが，はっさりと木取りの差があらわれている。ここで、気がつくことは，広葉樹(フ、ナ辺材，ブナ心材，

ミズナラ〕のl陥と厚さの収縮率は木取りに関して対称的にならず， /認さのブJが大きい値を示しており，針

葉樹にl期してはiÏ冨と厚さは対称的なú査を示しているz
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一般の木材乾悦で落込みの生じやすい樹廊は， ]享さ方向の収縮率が ]IS の収縮率調11定結果より大きくな

るのが)ïfi例で，このような傾向は針葉樹に比較して広葉樹に多く，とくにミス、ナラ，フ、ナは顕著で、あるこ

とから，このような試験結果は樹種の溶込みの難易を示す参考資料になると考えられる。

V 結国

木材の乾燥速度を測定し，樹種相互に比較することはすでに林業試験場報告 No.97 r木材人工乾燥時間

の推定図表について」りで、おこなったが，今回，木材部の共同研究として日本産主要樹種の性質試験をお

こなうに際し，その一環として再度この問題をとりあげ，さきの試験内谷の rilì正充墳と，新たに乾燥性試

験方法を作成し，この方法を検討し妥当性を般かめたものであるつ

測定結果について，乾JJ良性と材質との関係に考察を加えてみたが，まだ測定した試験個体が少ないため

と，イ山部門の試験結果がほとんど発表されていないため，十分の考察を加えるにいたらなかったが，今後

ひきつづきこの測定を広げ，最ー終段階にいたり総合的な結論を出す予定であるので，今回は発表の主体を

資料の収集にとど、めたものであるつ
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